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Abstracts

This study discussed centenarian studies of Japan and Korea. 

The percentage of centenarians in Korea is still low; and there are not many studies. Therefore, the study of Japanese 

centenarians, which lasted more than 30 years, would have a signifi cant impact on research in Korea. According to the research 

results, the status of centenarians in Japan and Korea are similar.

There are several problems with centenarian study, but it will be a useful opportunity to fi nd a good model of successful aging 

and care.
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１．問題の所在

　百寿者５研究はハードルの高い研究領域のひとつと
される。圧倒的に母数の少ない人口集団であるうえに６、
研究対象者本人とのコミュニケーションが困難な場合
が多いからである。これについて権藤（2007：507）は、
百寿者研究からの新たな知見が少なく、発見されたと
しても知見の再現性に乏しいうえに、方法論が発展途
上であり百寿者の評価法が確立されていないことを指
摘する。筆者はこれに、研究協力者が超高齢であるが
ゆえに研究成果の還元が困難であることも加えておき
たい。
　このような厳しい状況にもかかわらず百寿者に関す
る研究ニーズは年々高まりつつある。それは、高齢社

会の進展とともに、百寿者を含む超高齢者数が急増し
ているからである。平均寿命が90歳以上に達する「100
歳時代」は確実に到来する将来像であり７、誰もが超
高齢者となりうる。人口動向のほかにも、健康長寿の
観点からも百寿者研究のニーズが高まっている。寿命
の上限レベル８にまで達した百寿者の健康要因を解き
明かすことは、超高齢社会に対する前向きな展望を可
能にする健康長寿の有効な手がかりを得ることにつな
がる。これまでの百寿者研究の多くが長寿秘訣の解明
に集中している所以でもある。
　上述の百寿者研究のニーズが高まる社会人口的状
況はアジア地域、とくに日韓両国において顕著に観察
されている。両国は、高齢期のQOLに大きな影響を
与える社会文化的、経済的な諸状況に類似点を多く持

１　山口県立大学大学院国際文化学研究科。
２　建陽大学校創意融合大学、同医科大学看護学科。
３　九州栄養福祉大学。
４　慶北大学校医科大学予防医学科。
５　センテナリアン（Centenarian）、100歳以上の超高齢者を指す言葉として、日本では「百寿者」、韓国では「百歳人」が多用されてい
る。本稿では、単なる長命の概念ではなく「寿（ことほ）ぐ」（鈴木2003ｃ：23）の意味合いを持つ用語として「百寿者」を採用する。
「百寿者」は、沖縄の百寿者研究に携わってきた鈴木信氏が上述の意味と、「白寿」（99歳）からヒントを得て使用し始めた用語で、「百
歳長寿者」を縮めたものである（稲垣2003：１）。

６　個人情報保護によって百寿者へのアクセスが困難な点も母数の確保を困難にする（田中2010：168）。
７　金（2012：54）。
８　2012年12月６日、「世界最高齢者」とギネスに認定されていた米国在住の116歳の女性（米）が亡くなり、現在は京都市在住の木村次郎右
衛門氏（1897年４月19日生）が最高齢者になるとみられる（http://www.asahi.com/international/update/1205/TKY201212050734.
html）。人の限界寿命は不明であるが、近年の最高齢記録が115 ～ 116歳であることからして、百歳は寿命の上限に近い年齢と考え
られる。
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つ９。類似した高齢化過程を経験しているうえに、今
後についても同様の展望がなされており、日韓比較考
察は両国に多くの示唆を与えると考える。国際比較を
射程に入れたより広い視角からの考察は、従来の国内
研究の踏襲では見えにくい、新たな仮説生成につなが
るだろう。さらに、急激な高齢化の進行に備えるとい
う両国の内発的な研究ニーズもさることながら、アジ
アの先発高齢国日韓に期待されている国際貢献として
も有意義である。
　以上の問題関心から、本稿では、日韓における百寿
者の現状及び研究動向に関する考察を行う。考察に用
いる文献資料の情報は、日韓の代表的な学術情報検索
サイト10で「百寿」「百歳」をキーワードに検索して
得た。入手できた資料（参考文献資料を参照のこと）
を手がかりに、日韓百寿者の人口面での特徴、長寿要
因、そして百寿者のQOL関連要因についての研究動
向を検討する。

２．百寿者人口の動向

（１）百寿者人口の推移
　2000年以前の韓国の100歳以上人口は（チェ 2002：
32-33）、1960年に72名、1965年33名、 1980年224名、
1990年に405名となっている。しかし、1922年の戸籍
編制の際の誤記、高い新生児死亡率のため出生届出を
遅れて提出する過程で発生する間違いなどによって、
約３分の１は実年齢より高く公式記録されていること

が実査の経験知から指摘されている。
　一方、日本の場合、百寿者の年齢に対する信憑性が
高いとされる。1898年に戸籍法が制定され、戸籍制度
に対する習熟度が普遍的に高いことと、翌1899年には
内閣に統計局が設置されて、以来実施されている人口
動態統計による人口計測に対する信頼度が高い。百寿
者数と百寿者率をみると、1920年に113名（うち女性
は86名）、0.2名、続く1930年には105名（同74名）、同0.2
名、1940年には184名（同39名）、同0.3名となってい
る（菱沼：25；28）。しかし戦争の混乱のなか記録の
ほとんどを消失し、現在把握できる公式統計は1947年
（55名（同39名）、同0.1名）以降となる。そこで、本
稿では、信頼できる百寿者統計で両国が揃う2000年、
2005年、2010年現在の人口についてみていく11。
　日韓では高齢人口の実数、対総人口比ともに顕著な
差異がみられるが、百寿者人口も同じである（表１）12。
図１と併せてみると、全体の高齢化水準、百寿者人口
ともに韓国は日本の80年代の水準である。性別構成で
は、両国ともに１：４の割合で女性が圧倒的な優位を
保持している。ところで「東京百寿者調査」では、人
口規模で圧倒的な優位を占める女性が、身体機能の面
では男性より厳しい状況にいることが確認されている
（権藤2004b）。身体機能において女性が劣位にあるこ
とは韓国でも確認されており（統計庁2011:10-13）、女
性が多数を占める百寿者の増加は、虚弱百寿者の増加
を意味しかねない。

９　WHOはアクティブ･エイジングの横断的な影響要因として、当該社会のジェンダーと文化の重要性に注目しているが（WHO）、日韓
両国に類似点が多いことは言うまでもないであろう。

10　文献資料の検索にはCiNii（ http://ci.nii.ac.jp/） と、DBpia（http://www.dbpia.co.kr/）を利用した。
11　日本の場合、毎年の敬老の日の記念行事に合わせて、住民基本台帳により「本人確認（面会等）による所在･存命確認ができた者」
について自治体から厚生労働省に報告されるので各年度のデータが確認できる（厚生労働省：2012）。なお、対象には海外在留日本人、
永住している在日外国人も含まれる。一方、韓国は人口センサスの結果を受けてのみ確認作業を行っており５年に一度百寿者の状況
が把握できる。

12　集計基準は、韓国の場合は人口住宅総調査（11月１日現在）結果得られた100歳以上高齢者に対し、翌年３月～４月に実年齢確認等
を行った数値である（金、2012：53）。一方の日本は、９月１日現在を調査時点とし９月15日時点（2008年までは９月30日）におけ
る年齢を基礎として集計している。

表１ 日韓の高齢率、百寿者数の推移

日本 韓国

2000年 2005年 2010年 2000年 2005年 2010年

高齢率(％) 17.3 20.1 23.1 7.2 9.1 11.0 

百寿者数(人) 

（うち、女性の数）

13036 

（10878）

25554 

（21775）

44449 

（38580）

934 

（852）

961 

（857）

1836 

（1580）

百寿者率*(人) 10.27 20.01 34.86 2.02 2.03 3.8 

* 百寿者率は、人口10万人当たりの百歳以上人口比。

資料：統計庁（2006；2011）、厚生労働省（2005；2010）より引用、作成。
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　図１は、1963年からの日本の百歳以上人口の年次推
移を示したものである。60年余りの間に人口規模が
300倍以上に膨らんでいるが、特に80年代以降、大幅
な増加を続けている。性別では、女性優位の状況が長
期間にわたって維持されている。百寿者の年齢構造は
死亡率の高い特性上、新百寿者の比重が高い。主な年
の100歳人口数をみると、2005年度の12704人から2010
年度には23269人と、５年の間に倍増している（厚生
労働省2005；2010）。
　100歳到達率（同年出生数に占める百歳以上人口の
比率）に着目すると、1900 年に生まれた142万人のう
ち2000年に無事に百歳に到達した人は2493人であり、
約260 人に１人の割合である（稲垣2003：１）。この
世代が戦争や高い乳幼児死亡率など死亡リスクの高い
時代を生き抜いたことを考慮すると、今後百歳到達率
はさらに上昇することが予想される。この上昇につい
ては、医療や社会経済発展によって、身体機能が低下
した状況でも長命を維持でき、また十分なケアを求め
て施設入所者が増加している現状などとも併せて考え
なければならない（鈴木ほか1995;海老原ほか2006;権
藤2007;小倉ほか2004）。韓国の場合も、2000年から
2010年の間の時系列変化をみると、百寿者の増加と比
例して要介護状態率が増加していることが確認された

（パクほか2002、統計庁2005;2010、鈴木2003ｃ:23）が
提唱する「活動性余命」やアクティブ・エイジングの
視角から百寿者の増加を検討するが必要があろう。

（２）百寿者の地域別分布
　百寿者の地域別分布をみると（表２）、日韓はとも
に都市部において人口規模が大きいが、百寿者率は農
漁村地域において圧倒的に高い。両国ともに地域によ
る差異が大きく、百寿者率の全国平均とは２～４倍程
度まで開きがある。日本の場合、九州、四国、中国地
方で高率を示す西高東低の傾向が維持されており、暖
かく温暖な自然環境が高齢者の健康に保護的に働いて
いることが確認できる13。さらに、百寿者率の地理的
高低分布に関する要因を検討した岡本ら（1998）は、
病院及び施設医療の供給量や社会福祉サービスの充実
度、そして余暇時間と長寿率との間に正の相関が、仕
事時間とは負の相関が認められたことから、長寿地域
のような集団レベルでの包括的な検討が必要であると
指摘する。
　韓国における地域環境要因に関する研究報告（キム
2007）でも、長寿指標と社会環境要因との関連性に注
目している。それによると、長寿指標は、地域の大気
･水質汚染とはもちろんのこと、財政自立度や上水道
の普及率とも負の相関がみられ、地域開発度が長寿に
否定的な影響を及ぼす可能性を指摘する。韓国の長寿
地域の変化からも社会環境要因の関わりが指摘されて
いる。地域のもつ自然環境と経済的環境を基準に長寿
度（高齢人口に占める80歳以上人口比）の時系列変化
（1990年～ 2000年）に着目した研究によると、長寿度
は、全国的に平準化する傾向を示す一方、田園環境を
保持している地域、高齢者の経済活動が維持されやす
い地域において長寿度が微増している（イ2002）。一方、
65歳以上の生存率が首都圏で最も高いことに注目し、
救急医療体系を含む医療資源基盤の整備状況が長寿指

13　岡本ほか（1998：533）。

表２ 百寿者の地域別分布：百寿者率（上位 5自治体）及び百寿者数   （単位：人）

日本(実数) 韓国(実数)

2005年 2010年 2005年 2010年

1 沖縄県 51.43(699) 島根県 74.37(534) 全羅南道 6.4(116) 済州島 15.0(80)

2 高知県 48.57(390) 沖縄県 66.71(922) 済州島 6.0(32) 全羅南道 9.4(163)

3 島根県 44.46(333) 高知県 63.05(483) 忠清南道 5.7(107) 全羅北道 8.0(143)

4 熊本県 35.21(652) 鹿児島県 59.89(1023) 全羅北道 3.4(61) 忠清南道 5.6(114)

5 鹿児島県 34.14(604) 山口県 56.43(821) 慶尚北道 3.2(84) 江原道 5.6(82)

資料：表１に同じ。
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標に影響を及ぼすと強調しているが（キム2010）、こ
のことは「ソウル百歳人」調査でも確認されている。
またソウルの百寿者では、乳製品を含む多様な食品の
摂取習慣を持ち、社会活動に積極的に参加している
状況が認められ、都市地域在住の超高齢者の長寿要
因として注目されている14。
　地域の社会環境を含む包括的な検討が重要だとする
知見は沖縄の百寿者研究からもみられる。鈴木（2003a; 
2003b）は、沖縄で観察される長寿現象の背景として、
沖縄固有の食文化、活発な身体活動、精神・社会心理
的健康をもたらす民俗文化、そして互助精神を活用し
た社会システムの４因子を挙げている。遺伝的要因や
医療水準の向上より、栄養教育や健康教育、上下水道
の完備などの社会環境が整ってきたことが全世界的な
百寿者の増加をもたらしているという指摘（広瀬
2006：118-119）とも重なる知見である。これらの研
究は、地域が持つあらゆる側面が総合的、多角的に長
寿を支えている現状をよく捉えていて、地域要因に関
する多くの示唆が得られる。

３．百寿者研究の成果と課題

　百寿者研究は、「加齢プロセスの解明」と「長寿要
因の探索」について医学領域を中心に展開されてきた
が、近年は、「百寿の社会的価値観も含めて、百寿者
の生活の質を考究」（鈴木ほか1995：421）することに
比重をおく研究報告も増えてきた。百寿者研究が発展
途上の段階にある韓国でも鈴木（2003ｄ:46-47）が指
摘した「意義のある人生を送る超長寿者の生き様」へ
の探求としてwell aging、well dyingに関する関心が

高まっている（ハン2002;2004、ソウル大老化・高齢
社会研究所2009）。
　そこで百寿者研究に対する社会的ニーズ、成果の還
元という観点から日韓の百寿者に関する社会的関心を
みておこう。日本では、超高齢社会の到来を、依存的
生活の長期化と受け止める傾向が目立つ。「ぽっくり
信仰」や「PPK・ピンピンコロリ」15に対する根強い
支持は、上述のような不安の表れとしても見受けられ
る。一方百寿者の生涯現役活動、すなわち心身の健康
だけでなく、社会参加活動を継続している百寿者に対
する関心も高まっている。百寿者をとり上げたNHK
の長寿番組『百歳バンザイ！』16に対する反響や、曻
地三郎氏（106歳、1906年８月16日生）や日野原重明
氏（101歳、1911年10月４日生）の旺盛な活動ぶりに
高い関心が寄せられている。生涯現役を体現化してい
るリーダー的百寿者に向けられた熱いまなざしは、超
高齢者社会を生きる当事者意識の発露にほかならな
い。
　一方韓国の場合は、百寿者率が相対的に低く、百寿
者の活動ぶりがクローズアップされることは多くな
い。現在の百寿者は壮年期に韓国戦争を経験し、ほ
とんどの人が教育を受けていない。そのうえ第１次
産業従事者が多かったことも百寿者への社会的関心
が高くない背景要因として考えられる17。しかし、「100
歳時代」の到来を祝福としてばかり受け止められない
状況は日本と類似している。将来不安の内容に注目す
ると、健康不安ともに経済面についての不安が高く観
察されている18。個人レベルでの老後準備が困難で
あった上に、社会保障基盤の未整備と近年の経済格差
の拡大によるしわ寄せが高齢層に集中していることが

14　金（2012：55）。
15　長野県は長寿地域に多い温暖な気候とは程遠い山岳寒冷地でありながら、平均寿命が長く老人医療費を低く維持できており、効率的
な地域保健医療システムが注目されている。同県高森町発祥の「PPK（ピン・ピン・コロリ）」とは、「ピンピンして健康で長生きし、
コロリと死ねたら幸せ」という町内の高齢者の気持ちの具現化した健康体力づくり活動である（北沢：1980）。東洋医学の要素を多
く取り入れ、「手軽で・楽しく・どこでも」できる健康長寿体操を考案し、３年間普及指導した成果を日本体育学会で発表し、これ
を機に広く知られるようになった。2003年には県内長寿地域である佐久市に「ピンピンコロリ地蔵」が建立されている（http://
www.takamori.ne.jp/̃pinkoro/）。

16　「全国各地で生き生きと暮らす百歳の人々の過去と今を描き、長寿の秘訣をさぐるとともに、人生のメッセージを通して今の時代に
元気を与える」(http://www.nhk.or.jp/archives/archives-catalogue/pglist/pglist_2005-08.html)番組としてNHK広島局が制作総括し、
総合テレビ・教育テレビ・BS2と海外向けNHKワールドで放送していた10分間のドキュメンタリー番組（2002年４月６日～ 2011年
４月２日）。

17　百寿者が相対的に教育水準が高い傾向があることは日本でも検証されているが（権藤:2007）、韓国百寿者の教育水準は、「受けたこ
とがない」の割合がきわめて高い（2005年90.4％、2010年78.8％）。日本において1905年には義務教育（初等教育）就学率が95％に達
した状況とは対照的である（文部科学省「日本の成長と教育」（http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpad196201/
hpad196201_2_012.html））。

18　韓国の65歳以上人口の経済状況をみると（統計庁2011b：24-29）、2010年現在、公的年金受給率は30.0％に過ぎない。そのため老後の
準備が出来ていない人が多く（61.0％）、このうち半数は子供に依存している。また主な就労希望理由は生活費を稼ぐことであり、
仕事の選択基準も「賃金水準」となっている。韓国の高齢者の経済的困窮感やストレス因に関する対日比較は、内閣府の国際比較調
査結果が分かりやすい（金：2011）。



山口県立大学学術情報　第６号　〔大学院論集　通巻第14号〕　2013年３月

－47－

大きく影響していよう。
　＜表３＞には、前述の学術情報サイトなどにおいて
研究成果が多く報告されている日韓の主な百寿者調査
研究を示した。各調査の目的や活用状況がわかる手が
かりとして、関連報告におけるキーワードを提示し
た。日本の場合は、「沖縄百寿者調査」が30年以上継
続し、「東京百寿者調査」が2010年から国際比較調査
に拡大実施されるなど、縦断的考察の可能性が高い現
在進行形の大型研究プロジェクトが特徴的である。と
ころで、日本の厚生労働省の百寿者データは、毎年調
査結果が発表されるものの、年齢構成や都道府県レベ
ルの人口情報の開示に止まっている。それに対し韓国
統計庁の資料は、人口センサスに連動した５年周期の
発表であることから使いにくい点はあるものの、家族
状況や身体機能など百寿者の社会人口的状況や健康状
況がわかるおおよその内容を盛り込んでおり、韓国百
寿者の全体像を把握する手がかりとなる。さらに、「韓
国百歳人」調査では沖縄百寿者調査を、「ソウルの百
歳人」調査では「東京百寿者調査」を参考にしている。
キーワードにみるように調査内容に類似点が多く、日
韓比較研究の基礎データとして活用できる。
　長寿要因の究明に当たっては、遺伝学、医学、心理
学、社会学、栄養学など、多岐にわたる領域の学際的
･融合的研究が試みられてきた。健康長寿の要因とし
ては、先天的な遺伝素因19以上に、学歴や生活習慣を

含む後天的な環境要因によるところが大きいと評価す
る（尾崎ほか:2003）。Roweらは（鈴木1998:190；広瀬
ほか1998：190）、高齢者にみられる諸現象を加齢と二
次的要因によるものに区分し、二次的関与の少ない加
齢をサクセスフル・エイジングと呼ぶことを提唱する
が、後天的要因の影響が強く認められる百寿者に関す
る研究が持つ意味もそこに求めるべきであろう。鈴木
は（鈴木1998:190）二次的要因の１つである疾患にみ
られる高齢者の医学的特徴について、慢性の、複数の
疾患をもつものが多く、同じ疾患、病態でも状態の発
現や予後に個人差があり、対人関係、経済状況などの
環境要因が大きな影響を及ぼすと指摘する。WHOが
アクティブ・エイジングを提唱するなかで、高齢者が
保持する環境の個別性と、それを包括的に保障する社
会の役割など、ライフコースの多様性に基づくさまざ
まな連帯を強調していることとも相通じる 。
　相対的に罹患歴の少ないという特徴をもつ百寿者で
あるが、身体機能の面では、現状としては認知機能が
全般的に低く慢性疾患の現有率が高いことが明らかに
なっている。百寿者に虚弱者が多いことは、百寿者を
長寿エリートと位置づけることに疑問を投げかけ、結
果的に百寿者研究の意義の見直しを促してもいよう
（権藤2007；統計庁2011）。また、百寿者数の増加が虚
弱者の増加と解釈されることは、超高齢社会に対する
否定的な展望を強めることになりかねない。その一方

19　長寿家系の確認などから、「東京百寿者調査」では遺伝素因を25％程度と評価している。
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で、百寿者の睡眠の質がおおむね良好であり（尾崎ほ
か2005:7）、高血圧や糖尿病など生活習慣病の発現率
がきわめて低いことが多くの研究結果から確認されて
いる。百寿者を「健康生活習慣の成功モデル」として
位置づけ、百寿者研究の成果還元の方法もその延長線
上で検討することが必要であろう。
　いずれの調査においても百寿者の性格特性として開
放性、外向性、社交性、誠実性が認められるものの、
それが長寿要因なのか発達変化によるものか判断が困
難なことも解決すべき研究課題として指摘されてい
る。また、沖縄百寿者の特長として、交易役割を担っ
てきた沖縄独特の風潮や地域に残っている百寿者の伝
統的な役割が百寿者に肯定的な社会心理状況を造成
し、高齢者の社会参加の増大、社交的性格につながっ
ているという知見からは、健康長寿の実現に向けての
地域的取組みのあり方に示唆するところが大きい（鈴
木2003ｄ）。
　百寿者の日常生活に目を向け、現状をみると、在宅
介護についての認識が地域文化の影響を受けているこ
と（塚本ほか2001）、百寿者介護において介護に対す
る習熟や「百寿者効果」、「介護補償」が肯定的に影響
していることが特徴的に確認された（新井ほか2002ソ
ウル大老化・高齢社会研究所2009）。実際、85歳以上
の高齢者を自宅で介護するケースとの比較で、百寿者
家族のほうで介護疲労度が低い結果がみられた（新井
ほか2002）。また、老老介護がほとんどである百寿者
介護において、主介護者、百寿者（要介護者）、支援
者の三者モデルを検討した結果、主介護者へのサポー
トが要介護者へのサポートへと好循環する結果も確認
されている（柳生ほか1998：13；島内ほか2010）。こ
れらの結果から、超高齢期における虚弱予防や虚弱を
前提としたサクセスフル・エイジング、サクセスフル・
ケアのモデルの構築に百寿者研究からの知見が重用さ
れ得るという、百寿者研究の意義がいま一つ確認でき
よう（新井ほか2002）。

おわりに

　日韓において、超高齢期のQOLについての社会的
関心の増大とともに百寿者人口の急増が確認できた。
研究においては、両国で類似した問題関心、研究成果
の蓄積がみられた。すでに述べたように日韓では人口
面や百寿者の世代特性の面で差異が大きく、したがっ
て百寿者研究の歴史にも開きがある。しかしながら重
要な長寿要因とされる社会的環境要因、すなわち社会

文化や経済発展過程、さらには人口高齢化の傾向など
において類似点が多く、約40年にわたる日本の研究成
果が韓国の百寿者研究に与える示唆は図りしれない。
　これまで蓄積された百寿者研究の成果は、百寿者へ
の社会的関心という面では、百寿者すなわち健康長寿
のエリートという一面的な捉え方から、「健康長寿の
ための理想的生活習慣の実践者」とするより多面的な
観点からの関心を促すものである。研究面では、百寿
者予備軍の健康生活習慣を含む長寿要因及びQOLに
対する経時的な追跡を行う縦断的研究、国際連携研究
を積極的に推進すること、百寿者研究からサクセスフ
ル・エイジングのモデル像を見出すこと、さらには百
寿者研究の意義に対する再考を求めていよう。
　超高齢期を「百寿の社会的価値観も含めて、百寿者
の生活の質も考究していきたい」（鈴木ほか：421）と
する言葉の通り、究極的には健康長寿に対する社会の
価値観の問い直し、社会連携の方向性が問われている
のではなかろうか。また、分野横断的な研究、社会的
認識の共有が求められる領域特性から、研究に携わる
ものの視野はもちろんのこと、成果還元を受けとめる
社会に長寿、世代共生への多面的な理解の捉進におい
ても百寿者研究が貢献できると考える。
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